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《冬期間の事故防止》
○ 天候・道路状況に応じた運転 ⇒ スピードダウン
○ 視界不良時の車間距離の.確保 ⇒ 事故を回避できる車間距離
○ 交差点における安全確認の徹底 ⇒ 歩行者、信号、標識

スリップ事故に注意
危険を予測し、あらかじめの減速をお願いします

事故を起こさないために
相手を思いやり、余裕をもった運転が大切です

スピードダウンの徹底

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

札幌 スリップとみられる事故相次ぐ
凍結路面や

吹雪による視界不良に注意
２０２３年１１月２５日 ０７時１０分

札幌市内の各警察署によりますと、２４日夕方から降り積もった雪や凍結した路面でスリップしたとみられる事
故が２５日朝までに少なくとも５件起きているということです。いずれの事故もけがをした人はいないということ
です。警察は、路面の凍結や吹雪による視界不良に十分注意して安全運転に心がけるよう呼びかけています。

午後４時 信号のない横断歩道
手をあげて、横断歩道を渡っていた女児

軽乗用車にはねられる
警察は軽乗用車の女性を現行犯逮捕

◇信号のない横断歩道、渡って来るかもしれない、「かもしれない運転」で、事故防止◇
◇気のゆるみ 事故は一瞬 命はひとつ◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２３／１１／２４（金） １８：５７
２４日午後４時前、新潟県の県道の信号機のない横断歩道で、手をあげて横断歩道を渡っていた１０代の女子児

童が軽自動車にはねられる事故がありました。女子児童は救急搬送されましたが、意識はあり、命に別条はない
ということです。警察は軽自動車を運転していた女性（７１）を過失運転致傷で現行犯逮捕しました。警察が事故
の原因について詳しく調べています。

深夜４時 カーブを抜けた直線の国道
歩行中の中学2年の男子が
乗用車にはねられ死亡

◇カーブの先に、歩行者が道路を横断しているかもしれない◇
◇カーブの先に、停車している車両があるかもしれない◇

２０２３／１１／２４（金） １１：２１
２４日午前４時前 長崎県の国道で、乗用車が歩いていた中学２年の男子生徒をはねました。男子生徒は頭などを

強く打ち、意識不明の重体で、病院に搬送され手当てを受けましたが、およそ３時間後に死亡が確認されました
。現場は片側１車線の緩やかなカーブを抜けたところ。


